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第1章

1 神のしもべ、イエス・キリストの使徒パウロから。──私が使徒とされたのは、神に選ばれた

人々が信仰に進み、敬虔にふさわしい、真理の知識を得るためで、

2 それは、偽ることのない神が永遠の昔から約束してくださった、永遠のいのちの望みに基づく

ものです。

3 神は、定められた時に、みことばを宣教によって明らかにされました。私はこの宣教を、私た

ちの救い主である神の命令によって委ねられたのです──

4 同じ信仰による、真のわが子テトスへ。父なる神と、私たちの救い主キリスト・イエスから、

恵みと平安がありますように。

5 私があなたをクレタに残したのは、残っている仕事の整理をし、私が命じたとおりに町ごとに

長老たちを任命するためでした。

6 長老は、非難されるところがなく、一人の妻の夫であり、子どもたちも信者で、放蕩を責めら

れたり、反抗的であったりしないことが条件です。

7 監督は神の家を管理する者として、非難されるところのない者であるべきです。わがままでな

く、短気でなく、酒飲みでなく、乱暴でなく、不正な利を求めず、

8 むしろ、人をよくもてなし、善を愛し、慎み深く、正しく、敬虔で、自制心があり、

9 教えにかなった信頼すべきみことばを、しっかりと守っていなければなりません。健全な教え

をもって励ましたり、反対する人たちを戒めたりすることができるようになるためです。

10 実は、反抗的な者、無益な話をする者、人を惑わす者が多くいます。特に、割礼を受けている

人々の中に多くいます。

11 そのような者たちの口は封じなければなりません。彼らは、恥ずべき利益を得るために、教え

てはならないことを教え、いくつかの家庭をことごとく破壊しています。

12 クレタ人のうちの一人、彼ら自身の預言者が言いました。 「クレタ人はいつも噓つき、 悪い

獣、 怠け者の大食漢。」

13 この証言は本当です。ですから、彼らを厳しく戒めて、その信仰を健全にし、

14 ユダヤ人の作り話や、真理に背を向けている人たちの戒めに、心を奪われないようにさせなさ

い。

15 きよい人たちには、すべてのものがきよいのです。しかし、汚れた不信仰な人たちには、何一

つきよいものはなく、その知性も良心も汚れています。

16 彼らは、神を知っていると公言しますが、行いでは否定しています。彼らは忌まわしく、不従

順で、どんな良いわざにも不適格です。

第2章

1 しかし、あなたは健全な教えにふさわしいことを語りなさい。

2 年配の男の人には、自分を制し、品位を保ち、慎み深く、信仰と愛と忍耐において健全である

ように。

3 同じように、年配の女の人には、神に仕えている者にふさわしくふるまい、人を中傷せず、大

酒のとりこにならず、良いことを教える者であるように。

4 そうすれば、彼女たちは若い女の人に、夫を愛し、子どもを愛し、



5 慎み深く、貞潔で、家事に励み、善良で、自分の夫に従順であるように諭すことができます。

神のことばが悪く言われることのないようにするためです。

6 同じように、若い人には、あらゆる点で思慮深くあるように勧めなさい。

7 また、あなた自身、良いわざの模範となりなさい。人を教えることにおいて偽りがなく、品位

を保ち、

8 非難する余地がない健全なことばを用いなさい。そうすれば、敵対する者も、私たちについて

何も悪いことが言えずに、恥じ入ることになるでしょう。

9 奴隷には、あらゆる点で自分の主人に従って、喜ばれる者となるようにし、口答えせず、

10 盗んだりせず、いつも善良で信頼できることを示すように勧めなさい。それは、彼らがあらゆ

る点で、私たちの救い主である神の教えを飾るようになるためです。

11 実に、すべての人に救いをもたらす神の恵みが現れたのです。

12 その恵みは、私たちが不敬虔とこの世の欲を捨て、今の世にあって、慎み深く、正しく、敬虔

に生活し、

13 祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神であり私たちの救い主であるイエス・キリストの、

栄光ある現れを待ち望むように教えています。

14 キリストは、私たちをすべての不法から贖い出し、良いわざに熱心な選びの民をご自分のもの

としてきよめるため、私たちのためにご自分を献げられたのです。

15 あなたは、これらのことを十分な権威をもって語り、勧め、戒めなさい。だれにも軽んじられ

てはいけません。

第3章

1 あなたは人々に注意を与えて、その人々が、支配者たちと権威者たちに服し、従い、すべての

良いわざを進んでする者となるようにしなさい。

2 また、だれも中傷せず、争わず、柔和で、すべての人にあくまで礼儀正しい者となるようにし

なさい。

3 私たちも以前は、愚かで、不従順で、迷っていた者であり、いろいろな欲望と快楽の奴隷にな

り、悪意とねたみのうちに生活し、人から憎まれ、互いに憎み合う者でした。

4 しかし、私たちの救い主である神のいつくしみと人に対する愛が現れたとき、

5 神は、私たちが行った義のわざによってではなく、ご自分のあわれみによって、聖霊による再

生と刷新の洗いをもって、私たちを救ってくださいました。

6 神はこの聖霊を、私たちの救い主イエス・キリストによって、私たちに豊かに注いでくださっ

たのです。

7 それは、私たちがキリストの恵みによって義と認められ、永遠のいのちの望みを抱く相続人と

なるためでした。

8 このことばは真実です。私は、あなたがこれらのことを、確信をもって語るように願っていま

す。神を信じるようになった人々が、良いわざに励むことを心がけるようになるためです。こ

れらのことは良いことであり、人々に有益です。

9 一方、愚かな議論、系図、争い、律法についての論争は避けなさい。それらは無益で、むなし

いものです。



10 分派を作る者は、一、二度訓戒した後、除名しなさい。

11 あなたも知っているとおり、このような人はゆがんでいて、自分で悪いと知りながら罪を犯し

ているのです。

12 私がアルテマスかティキコをあなたのもとに送ったら、あなたは何とかして、ニコポリスにい

る私のところに来てください。私はそこで冬を過ごすことにしています。

13 律法学者ゼナスとアポロが何も不足することがないように、その旅立ちをしっかりと支えてあ

げてください。

14 私たちの仲間も、実を結ばない者にならないように、差し迫った必要に備えて、良いわざに励

むように教えられなければなりません。

15 私と一緒にいる者たちがみな、あなたによろしくと言っています。信仰を同じくし、私たちを

愛してくださっている人たちに、よろしく伝えてください。 恵みがあなたがたすべてととも

にありますように。


